
「
ル
イ
・
ラ
ン
ベ
ー
ル
」
小
論

黒
　
　
崎
　
　
靖
　
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
願
望
を
も
果
た
し
た
。
そ
れ
故
、
一
八
三
二
年
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
、
す

　
　
　
　
は
じ
め
に
　
　
　
　
．
　
　
　
な
わ
ち
・
纂
の
時
期
か
ら
・
人
物
窺
の
手
法
と
レ
ア
リ
ス
ム
の
美
学
と
を

八
こ
の
〃
ル
イ
゜
ラ
ソ
ベ
↓
小
解
は
・
私
が
ゲ
ー
ア
お
よ
び
バ
イ
・
　
発
見
し
八
人
間
喜
劇
〉
の
構
想
を
肇
た
時
期
に
か
け
て
・
苦
し
い
推
敲
を
重
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ソ
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
お
よ
び
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
と
覇
を
競
お
う
と
し
た
作
品
で
あ
　
　
ね
て
書
き
あ
げ
ら
れ
た
こ
の
作
品
は
、
バ
ル
ザ
ヅ
ク
の
重
要
な
問
題
を
ふ
く
ん
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

る
。
V
（
一
八
三
二
年
七
月
、
妹
ロ
オ
ル
へ
の
手
紙
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
い
る
。

　
〈
人
間
喜
劇
〉
中
の
八
哲
学
研
究
〉
部
門
に
属
し
、
〈
追
放
者
〉
、
八
セ
ラ
　
　
　
　
パ
ル
ザ
ッ
ク
の
作
品
に
見
ら
れ
る
著
し
い
哲
学
へ
の
趣
味
は
、
と
り
わ
け
修

フ
ィ
タ
〉
の
二
作
品
と
と
も
に
八
神
秘
の
書
〉
を
構
成
し
て
い
る
こ
の
中
篇
小
　
　
　
業
時
代
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
を
支
配
し
て
い
た
傾
向
で
あ
る
。
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
影

説
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
幼
少
か
ら
　
　
響
下
に
書
か
れ
た
十
八
～
十
九
才
の
時
の
八
哲
学
ノ
ー
ト
〉
に
始
ま
る
、
〈
ス

認
識
の
情
熱
に
愚
か
れ
、
そ
の
探
究
に
全
生
活
を
集
中
し
て
後
発
狂
す
る
青
年
　
　
　
テ
ニ
ー
〉
、
八
フ
ァ
ル
チ
ュ
ル
ヌ
〉
な
ど
の
一
連
の
初
期
作
品
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク

思
想
家
の
物
語
に
よ
っ
て
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
小
説
ジ
ャ
ソ
ル
に
始
め
て
天
才
の
　
　
が
文
学
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
ま
ず
哲
学
者
で
あ
る
こ
と
、
人
間
と
世
界

神
話
を
作
り
八
フ
ァ
ウ
ス
ト
〉
の
作
者
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
　
　
と
を
解
釈
す
る
独
自
の
哲
学
を
形
成
す
る
こ
と
を
、
自
己
の
使
命
と
し
て
い
た

八
三
二
年
、
彼
の
創
作
生
活
が
一
つ
の
開
花
期
を
迎
え
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
多
　
　
　
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
哲
学
的
探
究
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
彼
の
作

彩
な
活
動
を
行
い
自
己
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
た
年
で
あ
る
。
ま
一
た
、
こ
の
　
　
　
品
に
は
、
八
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
〉
の
同
名
の
主
人
公
に
結
晶
す
る
知
的
タ
イ

頃
、
〈
オ
ー
ベ
ル
マ
ソ
〉
に
深
く
感
動
し
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
半
ぽ
自
伝
的
形
　
　
　
プ
の
主
人
公
が
生
み
出
さ
れ
た
。
八
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
〉
完
成
の
年
一
八
三

式
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
、
自
伝
小
説
を
書
こ
う
と
い
　
　
　
五
年
は
、
同
時
に
八
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
〉
成
立
の
年
で
あ
り
、
こ
の
後
の
‘
8
1



讐
眉
ω
げ
巴
N
8
δ
口
ω
に
は
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
主
人
公
は
も
は
や
あ
ら
わ
　
　
時
か
ら
〈
飽
く
こ
と
を
知
ら
ぬ
空
腹
〉
の
よ
う
な
読
書
の
情
熱
の
と
り
こ
と
な

れ
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
彼
等
は
よ
り
現
実
的
な
主
人
公
の
中
に
融
合
さ
れ
　
　
　
り
、
全
生
活
を
読
書
と
夢
想
に
集
中
し
て
す
ご
す
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な

て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ぽ
〈
人
間
喜
劇
〉
中
の
天
才
作
家
ダ
一
＝
｛
ル
・
ダ
ル
　
　
生
活
に
よ
っ
て
、
彼
は
天
才
的
知
力
、
一
種
の
予
言
的
力
を
身
に
つ
け
る
。
ま

テ
ス
に
お
い
て
は
、
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
哲
学
的
形
而
上
学
的
性
格
が
そ
の
性
格
の
　
　
た
、
彼
の
す
ぐ
れ
た
想
像
力
と
記
憶
力
は
、
外
界
遮
断
と
自
我
へ
の
集
中
に
よ

・
一
面
を
形
ず
く
っ
て
い
る
。
〈
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
〉
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
研
究
　
　
　
っ
て
ヴ
ィ
ジ
コ
一
ソ
を
現
出
さ
せ
る
。

の
上
で
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
思
想
と
そ
の
形
成
の
問
題
を
解
く
た
め
重
視
さ
れ
る
　
　
　
く
僕
は
時
に
好
ん
で
自
分
の
前
に
幕
を
ひ
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
僕

作
品
で
あ
る
が
、
小
論
で
は
主
人
公
に
関
す
る
問
題
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
は
急
に
僕
自
身
の
中
に
還
る
。
そ
こ
に
は
暗
い
部
屋
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

す
な
わ
ち
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
ぼ
江
日
Φ
な
主
人
公
で
あ
る
一
連
の
人
物
た
ち
の
　
　
　
　
い
ろ
い
ろ
の
自
然
界
の
出
来
事
が
、
始
め
僕
が
外
面
的
な
感
覚
で
知
っ
た

代
表
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
知
的
生
活
と
心
理
的
体
験
と
を
反
　
　
　
　
時
の
形
式
よ
り
も
も
っ
と
純
粋
な
形
式
の
も
と
に
再
現
す
る
の
だ
・
V

映
し
て
い
る
こ
の
主
人
公
の
探
究
と
性
格
と
運
命
と
を
分
析
し
、
こ
の
よ
う
な
　
　
特
に
、
彼
が
早
く
か
ら
神
秘
家
た
ち
の
作
品
を
愛
好
し
た
こ
と
に
注
意
し
な
け

探
究
を
必
要
と
し
た
バ
ル
ザ
ヅ
ク
の
芸
術
、
創
作
に
お
け
る
問
題
を
探
っ
て
み
　
　
　
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
彼
は
と
り
わ
け
ス
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
天
使
の
理
論
を
好

た
い
・
　
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
・
神
秘
家
の
よ
う
な
慨
惚
癖
を
身
に
つ
け
た
・
コ
レ
ー
ジ
ュ
゜
ド
ヴ
ァ
ソ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
9

　
ー
　
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
探
究
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ド
ー
ム
に
入
り
そ
の
生
活
に
適
応
し
え
ず
、
心
身
に
あ
ら
ゆ
る
苦
し
み
を
味
わ
　
　
…

　
　
ω
　
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
生
涯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
、
思
索
と
夢
想
の
中
に
逃
げ
こ
み
、
ま
す
ま
す
内
閉
的
神

　
作
品
は
、
二
十
八
才
の
若
さ
で
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
生
涯
を
と
じ
た
天
　
　
秘
的
傾
向
を
つ
の
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
期
の
ラ
ン
ベ
ー
ル

才
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
、
異
常
な
ま
で
に
は
げ
し
い
知
的
探
究
の
物
語
を
、
　
　
は
、
本
能
的
に
、
直
観
者
、
＜
互
o
自
9
貯
ρ
＜
o
冨
巨
目
団
ω
け
廿
庫
①
で
あ
っ
た
。

コ
レ
ー
ジ
ュ
時
代
の
唯
一
の
友
で
あ
る
話
者
貼
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
後
年
回
想
し
て
　
　
　
第
2
期
　
学
問
へ
の
野
心
、
シ
ス
テ
ム
形
成
の
努
力

語
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
探
究
の
意
味
と
問
題
と
　
　
　
ド
　
　
　
（
ラ
ソ
ベ
ー
ル
十
五
才
～
二
十
二
才
）

を
、
彼
の
生
涯
の
中
に
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
生
涯
は
三
つ
の
時
　
　
　
　
十
五
才
の
時
、
戸
ー
シ
ャ
ソ
ボ
ー
城
へ
の
遠
足
の
前
夜
、
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
夢

期
に
分
け
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
中
で
心
身
分
離
の
現
象
を
経
験
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
、
人
間
は
二
重

　
第
1
期
　
知
的
情
熱
の
目
ざ
め
、
神
秘
的
傾
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
生
活
を
持
ち
、
内
面
的
存
在
が
外
面
的
存
在
に
う
ち
か
っ
た
人
間
の
姿
で
あ

　
　
　
　
　
（
ラ
ソ
ベ
ー
ル
五
才
～
十
四
才
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
天
使
に
お
い
て
真
の
生
活
が
始
ま
る
、
と
い
う
ス
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
天
使

　
ヴ
ァ
ン
ド
モ
ア
の
皮
な
め
し
工
場
主
の
息
子
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
知
的
情
　
　
　
の
理
論
を
、
科
学
的
方
法
に
よ
っ
て
実
証
し
新
し
い
人
間
学
を
樹
立
す
る
可
能

熱
は
、
五
才
の
時
、
始
め
て
の
書
物
聖
書
を
手
に
し
て
目
ざ
め
る
。
彼
は
こ
の
　
　
性
を
見
出
す
。
そ
の
翌
日
か
ら
半
年
の
間
、
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
自
己
の
シ
ス
テ
ム



の
形
成
を
自
ざ
し
、
八
意
志
論
〉
執
筆
に
情
熱
を
そ
そ
ぐ
。
コ
レ
：
ジ
ュ
を
出
　
　
　
る
デ
ン
ベ
！
ル
の
思
想
は
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
探
究
の
結
果
で
あ
る
哲
学
の
・

陵
か
ら
は
パ
リ
に
学
び
、
近
代
科
学
の
分
析
の
方
法
に
よ
っ
て
〈
意
志
論
〉
を
　
　
　
最
も
す
ぐ
れ
た
表
現
で
あ
る
う
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
ラ
ン
．
ベ
ー
ル
め
よ
う
に
二
つ

完
成
し
よ
う
と
努
め
る
。
こ
の
時
期
の
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
、
合
理
主
義
的
理
論
　
　
の
方
法
を
用
い
、
　
一
方
で
は
同
時
代
の
科
学
、
特
に
メ
ス
メ
ル
、
カ
バ
ニ

家
、
分
析
家
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
、
ヴ
ィ
レ
　
（
ご
く
ぐ
2
）
ら
に
よ
る
医
学
理
論
と
、
ジ
ョ
ッ
フ
ロ
ワ
・
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　

　
第
3
期
　
宗
教
的
天
職
へ
の
転
向
、
再
び
神
秘
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
ソ
・
チ
レ
ー
ル
の
A
単
一
構
成
〉
理
論
を
と
り
入
れ
、
一
方
で
は
ス
ェ
ー
デ
ソ

　
　
　
　
（
ラ
ソ
ベ
ー
ル
ニ
十
三
才
～
二
十
八
才
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ル
グ
、
ヤ
コ
ブ
．
べ
ー
メ
ら
神
秘
思
想
家
の
理
論
を
と
り
入
れ
て
、
人
間
学

　
し
か
し
、
た
だ
一
通
の
手
紙
に
よ
っ
て
告
げ
ら
れ
る
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
三
年
間
　
　
　
を
中
心
に
社
会
学
と
宇
宙
論
を
網
羅
す
る
統
一
的
綜
合
的
思
想
体
糸
を
つ
ぐ
り

の
パ
リ
生
活
は
、
現
実
社
会
へ
の
不
適
応
や
内
心
の
相
剋
に
よ
り
、
苦
し
み
に
　
　
ー
あ
げ
た
。
今
、
こ
こ
で
、
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
運
命
と
の
関
連
に
お
い
て
こ
の
シ
ス

み
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
三
年
間
の
努
力
の
後
、
絶
望
し
た
彼
は
現
実
社
会
の
　
　
　
テ
ム
を
眺
め
て
み
よ
う
。
シ
ス
テ
ム
の
人
間
学
は
ま
ず
主
人
公
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の

中
で
生
き
る
こ
と
を
断
念
し
、
学
問
へ
の
野
心
を
捨
て
、
ス
ェ
ー
デ
ソ
ボ
ル
グ
　
　
　
上
に
適
用
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
、
こ
う
し
て
彼
の
思
想
を
た
ど
れ
ば
、
後
に

信
仰
に
も
ど
っ
ゴ
て
、
孤
独
な
瞑
想
の
生
活
に
よ
り
新
し
い
時
代
の
宗
教
の
革
新
　
　
　
と
り
あ
げ
る
彼
の
神
秘
家
と
し
て
の
性
格
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ

者
に
な
ろ
う
と
決
心
す
る
。
し
か
し
、
パ
リ
か
ら
帰
っ
た
彼
ほ
、
初
恋
の
情
熱
　
　
　
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
一

の
中
に
発
狂
し
て
し
ま
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ル
チ
ゥ
ス
が
そ
の
す
ぐ
れ
た
バ
ル
ザ
・
ク
論
で
指
摘
し
た
よ
う
に
：
ハ
ル
η

こ
の
よ
う
に
、
ラ
ソ
ベ
ル
に
お
い
て
は
・
、
神
秘
家
で
あ
っ
た
時
期
と
合
理
　
ザ
・
ク
の
思
醒
犬
間
の
存
在
謬
を
精
神
力
の
中
に
認
め
・
世
界
の
創
造
一

主
義
的
科
学
者
で
あ
っ
た
時
期
と
が
交
代
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ラ
ソ
ベ
：
　
　
の
原
理
を
単
一
構
成
と
し
て
認
め
る
＝
兀
論
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
系
を
基
盤
ど
し

ル
の
探
究
は
、
幼
少
時
代
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
を
発
展
さ
せ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
表
現
　
　
　
て
い
る
。
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
、
究
極
の
一
（
彼
に
よ
れ
ば
言
葉
で
も
あ
り
神
で
も

す
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
い
る
が
、
彼
は
そ
の
た
め
に
直
観
・
想
像
力
と
、
分
析
　
　
あ
る
も
の
）
が
数
と
運
動
に
よ
り
〈
エ
！
テ
ル
状
実
質
〉
に
変
化
し
・
八
工
1

．
体
系
化
と
い
う
一
一
つ
の
相
対
立
す
る
方
法
に
よ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
　
　
テ
ル
状
実
質
〉
が
人
間
の
頭
脳
の
中
に
吸
収
ぎ
れ
て
〈
意
志
〉
ど
な
り
ρ
A
意

方
法
の
対
立
か
ら
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
苦
し
み
は
生
じ
て
い
る
。
二
つ
の
方
法
、
す
　

志
y
が
八
パ
ソ
セ
〉
を
生
み
八
パ
ン
セ
〉
が
〈
観
念
冠
ひ
Φ
〉
を
生
む
と
い
う

な
わ
ち
唯
心
論
の
立
場
と
唯
物
論
の
立
場
と
を
綜
合
し
、
自
己
の
シ
ス
テ
ム
を
　
　
　
旋
回
の
シ
ス
テ
ム
を
の
べ
る
。
従
っ
て
人
間
の
精
神
力
パ
ソ
セ
の
本
体
は
八
物

樹
立
す
る
こ
と
、
そ
こ
に
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
野
心
、
願
望
が
み
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
質
〉
で
あ
る
。
創
造
の
原
理
は
一
（
¢
巳
撤
）
で
あ
る
が
、
創
造
さ
れ
た
世
界

　
　
②
　
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
思
想
体
系
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
い
て
は
す
べ
て
が
二
の
数
で
あ
ら
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
精
神
界
と
物
質

　
〈
意
志
論
v
、
パ
リ
か
ら
の
手
紙
、
発
狂
初
期
の
ラ
ン
ベ
：
ル
の
言
葉
を
集
　
　
　
界
。
生
命
と
は
八
作
用
〉
と
〈
反
作
用
〉
と
の
対
立
で
あ
る
・
人
間
も
・
内
面

録
し
た
二
つ
の
シ
リ
ー
ズ
の
〈
パ
γ
セ
〉
、
こ
れ
ら
の
中
に
の
べ
ら
れ
て
い
　
　
　
的
存
在
と
外
面
的
存
在
、
精
神
と
肉
体
の
二
重
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
人
周



は
、
口
o
導
o
山
ξ
竃
×
で
あ
る
。
し
か
し
、
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
天
使
の
夢
想
と
、
　
　
に
位
置
す
る
存
在
で
あ
る
α
天
才
と
は
、
従
う
て
認
識
力
の
最
高
の
も
の
、
観

そ
の
実
在
を
証
す
も
の
で
あ
る
ロ
ー
シ
ャ
ソ
ボ
ー
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
に
見
ら
れ
る
　
　
察
力
を
ふ
く
み
予
言
の
力
を
生
む
に
い
た
る
直
観
的
能
力
ス
ペ
シ
ア
リ
テ
を
獲

よ
う
に
、
人
間
の
す
す
む
べ
き
道
は
、
外
面
的
存
在
旺
肉
体
に
内
面
的
存
在
旺
　
　
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
〈
意
志
〉
に
よ
っ
て
、
パ
γ
セ

精
神
を
優
越
さ
せ
、
そ
れ
に
生
命
力
を
集
中
す
る
こ
と
で
あ
る
。
’
こ
れ
に
よ
っ
　
　
を
内
面
的
存
在
に
〈
集
中
〉
し
、
二
重
性
の
姑
立
を
克
服
す
る
こ
と
で
あ
る
。

て
人
間
は
パ
ソ
セ
を
観
念
に
変
容
さ
せ
、
物
質
的
世
界
を
こ
え
て
精
神
の
無
限
　
　
　
天
才
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
生
涯
は
、
ス
ペ
シ
ァ
リ
テ
追
求
の
物
語
で
あ
る
。
込
あ
ら

の
世
界
に
自
己
投
影
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
パ
ソ
セ
　
　
皮
〉
に
お
い
て
パ
ソ
セ
の
物
質
的
な
面
、
人
間
の
生
命
に
対
す
る
破
壊
的
な
面

の
本
性
と
現
象
に
つ
い
て
の
考
察
を
熱
心
に
行
い
、
こ
の
力
を
駆
使
し
て
、
天
　
　
，
を
示
し
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
〈
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
〉
で
は
、
パ
ン
セ
の
精
神

使
や
殉
教
者
た
ち
の
奇
蹟
が
示
す
よ
ケ
な
、
物
質
1
1
肉
体
の
束
縛
を
受
け
な
い
」
　
　
的
面
を
追
求
し
・
八
思
惟
す
る
に
は
先
ず
敵
は
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
〉
と
意
志
を

非
凡
な
力
を
持
っ
た
自
由
な
存
在
と
な
り
、
世
界
を
自
己
の
中
に
把
握
し
よ
う
　
　
　
パ
ソ
セ
に
先
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
精
神
力
・
知
性
の
物
質
に
対

と
ね
が
う
。
そ
れ
を
実
現
す
る
完
全
な
認
識
力
に
達
す
る
た
め
に
は
、
観
念
の
　
　
　
す
る
勝
利
を
示
し
て
い
る
。

世
界
に
は
、
梯
状
を
な
す
三
つ
の
段
階
が
あ
る
。
笙
の
本
態
蟻
下
位
に
　
婁
冨
臼
一
冒
・
に
よ
れ
ば
、
天
三
二
年
・
あ
ら
皮
〉
の
テ
↓
の
発
一

あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人
間
が
こ
れ
に
属
し
、
生
れ
働
ら
き
死
ぬ
生
涯
を
お
く
　
　
展
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
た
こ
の
作
品
に
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
7
八
三
五
年
、
作
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。
第
二
は
人
間
の
知
性
を
あ
ら
わ
す
抽
象
》
び
ω
け
『
曽
o
二
。
口
の
域
で
あ
る
。
’
　
　
品
の
性
質
を
変
え
る
に
い
た
っ
た
大
き
な
修
正
を
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
・
　
｝

・
八
抽
象
か
ら
社
会
が
始
ま
る
。
抽
象
か
ら
、
・
法
律
q
芸
術
、
利
害
関
係
、
社
　
・
神
秘
宗
教
、
特
に
ス
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
に
熱
狂
し
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
こ
の
作

、
会
思
想
が
生
れ
る
v
。
だ
が
人
間
の
最
も
完
全
な
姿
を
示
す
の
は
、
最
上
域
の
　
　
品
を
、
新
し
い
時
代
の
宗
教
と
し
て
神
秘
宗
教
を
ひ
ろ
勧
h
）
フ
ラ
ソ
ス
文
学
史
上

ス
ペ
シ
ァ
リ
テ
に
属
す
る
人
間
で
あ
る
。
ス
ペ
シ
ァ
リ
テ
と
は
、
認
識
力
の
最
　
　
　
始
め
て
の
神
秘
宗
教
の
詩
的
表
現
を
目
ざ
す
も
の
で
あ
る
〈
神
秘
の
書
〉
の
中

高
の
も
の
を
あ
ら
わ
す
た
め
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
つ
く
っ
た
特
殊
な
用
語
で
あ
る
。
　
　
　
に
入
れ
、
こ
の
作
品
と
ス
ェ
ー
デ
ソ
ボ
ル
グ
の
思
想
と
の
つ
な
が
り
を
強
く
示
．

　
八
ス
ペ
シ
ァ
リ
テ
は
物
質
界
精
神
界
双
方
の
も
つ
あ
ら
ゆ
る
変
化
を
、
そ
の
　
　
　
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
ラ
ゾ
ベ
ー
ル
の
本
質
を
な
し
て
い
る
の
は
認
識
の
欲
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
原
因
結
果
に
わ
た
っ
て
見
る
も
の
で
あ
る
。
－
…
（
ω
冨
。
一
四
蒙
の
語
源
　
求
．
権
力
意
志
で
あ
欲
そ
の
思
狸
。
§
轟
④
ω
の
伝
統
に
属
す
る
と
さ

　
　
の
ラ
テ
ソ
語
ω
O
Φ
o
δ
ω
と
は
視
覚
、
観
察
す
る
、
す
べ
て
を
一
目
に
見
　
　
　
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ラ
ソ
ベ
ー
〃
が
シ
ろ
テ
ム
の
た
め
に
引
用
し
た
も
の

　
　
る
こ
と
な
ど
を
意
味
し
、
同
じ
く
語
源
の
ω
b
①
。
巳
β
ヨ
と
は
鏡
と
か
、
　
　
を
見
る
と
、
科
学
に
対
し
て
も
一
つ
の
傾
向
が
あ
り
、
魔
神
学
、
占
術
、
占
星

　
　
物
の
全
体
を
眺
め
て
鑑
賞
す
る
方
法
と
か
を
意
兜
す
る
）
イ
エ
ス
は
ス
ペ
　
　
術
、
降
霊
術
と
い
っ
た
ω
o
一
Φ
昌
8
ω
0
8
巳
冨
の
が
支
配
的
位
置
を
占
め
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
シ
ァ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
メ
ペ
シ
ァ
リ
テ
は
直
観
を
含
ん
で
い
る
。
〉
　
・
　
る
。
〈
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
v
に
お
け
る
ス
ェ
ー
デ
ソ
ボ
ル
グ
の
役
割
は
、
天

各
域
の
間
に
中
間
的
存
在
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
天
才
は
抽
象
と
本
能
と
の
間
　
　
　
使
の
理
論
が
ビ
肱
フ
ォ
ソ
の
人
間
二
重
性
論
や
ス
ペ
シ
ァ
リ
テ
の
理
論
に
、
，



O
o
畦
①
ω
b
o
b
山
9
誇
Φ
の
理
論
が
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
単
一
構
成
の
理
論
に
呼
応
　
　
，
　
　
を
言
葉
で
壮
上
げ
た
り
、
言
葉
の
中
に
繭
し
た
も
の
を
心
の
中
で
仕
上
げ

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
そ
の
フ
ォ
ル
マ
シ
ョ
ソ
．
9
　
　
　
た
り
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
〉

の
最
終
期
に
、
彼
自
身
の
思
想
と
多
く
の
類
似
点
を
も
つ
ス
ェ
ー
デ
ソ
ボ
ル
グ
　
、
　
ポ
ー
リ
ー
ヌ
の
言
う
意
味
は
後
の
問
題
と
し
て
、
ま
ず
話
者
に
よ
っ
て
与
え

を
と
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
唯
物
論
を
基
盤
と
す
る
彼
の
思
想
に
モ
ラ
ル
的
意
　
　
　
ら
れ
て
い
る
解
釈
を
見
よ
う
。
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

味
を
付
加
し
、
全
体
性
・
綜
合
を
目
ざ
す
シ
ス
テ
ム
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
天
才
を
八
恐
る
べ
き
病
〉
（
〈
幻
滅
〉
）
、
〈
頭
脳
の
崎

　
豆
　
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
運
命
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
型
〉
（
八
芸
術
家
論
〉
）
と
よ
ぶ
と
き
、
天
才
と
は
、
パ
ソ
セ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
ω
　
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
狂
気
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
集
中
に
よ
る
異
常
な
生
理
的
状
態
を
意
味
し
て
い
る
。

　
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
探
究
の
物
語
は
、
彼
の
内
心
に
お
け
る
は
げ
し
い
苦
欄
を
示
　
　
　
　
〈
天
才
と
は
、
結
局
、
時
と
金
と
身
体
を
く
い
つ
く
し
て
、
悪
性
の
情
熱
よ

し
た
パ
リ
か
ら
の
手
紙
で
突
如
と
ぎ
れ
る
。
コ
レ
ー
ジ
ュ
を
出
て
十
年
の
後
、
　
　
　
　
り
も
一
層
す
み
や
か
に
人
を
破
滅
に
導
く
不
断
の
乱
行
で
は
な
い
だ
ろ
う

話
者
は
ラ
ソ
ベ
’
ー
ル
の
叔
父
に
会
い
、
そ
の
発
狂
を
知
ら
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
　
　
　
　
か
。
〉
（
〈
絶
対
の
探
究
〉
）

許
嫁
の
ポ
ー
リ
ー
ヌ
の
献
身
的
看
護
の
下
に
廃
人
と
な
っ
て
生
き
て
い
る
ラ
ソ
　
　
　
ラ
ソ
ベ
ー
ル
も
、
そ
の
異
常
な
情
熱
、
思
索
の
性
質
、
生
活
態
度
の
す
べ
て

ベ
ー
ル
を
見
る
。
こ
の
間
話
者
の
心
を
支
配
す
る
の
は
、
目
の
あ
た
り
に
見
て
　
　
に
よ
り
、
始
め
か
ら
破
滅
の
印
を
き
ざ
ま
れ
て
い
た
。
彼
は
〈
自
ら
の
中
に
開
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

籍
謀
馴
勃
爆
難
蹄
靴
姻
轍
慕
ゲ
9
む
鋤
繧
吻
　
都
講
叫
鉱
講
綴
錆
鰹
麟
製
鰯
臓
蓬
樗
瑠
鷲
↓

彼
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
頭
脳
の
陥
っ
た
狂
気
と
は
ど
う
い
う
現
象
な
の
か
？
話
　
　
の
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
女
の
よ
う
な
繊
弱
な
肉
体
を
も
っ
て
た
え
ず
病
に
苦
し
ん
で

者
の
疑
惑
は
婚
約
者
の
狂
気
を
信
じ
よ
う
と
し
な
い
崇
高
な
女
性
ポ
ー
リ
ー
ヌ
　
　
い
た
。
ま
た
彼
の
知
性
の
八
思
惟
が
思
惟
に
反
動
す
る
闘
い
〉
は
、
彼
を
消
耗

に
よ
っ
て
強
く
支
持
さ
れ
る
。
彼
女
は
ラ
ン
ベ
ー
ル
を
説
明
し
て
言
う
。
　
　
　
　
　
さ
せ
る
極
度
の
緊
張
を
常
に
生
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
致
命
的
な
神
秘
癖
に
よ
つ

　
く
き
っ
と
ル
イ
が
気
狂
い
の
よ
う
に
お
見
え
で
し
ょ
う
。
し
か
し
狂
気
で
は
　
　
て
、
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
過
敏
な
感
受
性
は
あ
ら
ゆ
る
現
実
と
鋭
く
対
立
し
、
胱
惚
．

　
　
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
狂
気
と
は
、
何
か
知
ら
ぬ
原
因
に
よ
・
っ
て
脳
が
侵
さ
　
　
　
の
習
慣
は
神
経
性
カ
タ
レ
プ
シ
：
の
素
地
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

　
　
れ
、
正
気
σ
行
い
を
し
な
く
な
っ
た
人
の
こ
と
を
申
し
ま
す
。
私
の
夫
は
　
　
破
局
へ
と
向
い
つ
つ
あ
っ
た
あ
ら
ゆ
る
要
素
の
最
後
の
も
の
と
し
て
v
ポ
ー
リ

　
　
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
み
な
完
全
に
も
ち
ん
と
し
て
お
り
ま
す
。
夫
は
肉
体
か
　
　
　
ー
ヌ
へ
の
情
熱
が
加
わ
っ
た
。
パ
リ
で
の
生
活
に
絶
望
し
て
後
、
ラ
ン
ベ
ー
ル

　
　
ら
脱
れ
出
る
こ
と
に
成
功
し
、
何
か
見
知
ら
ぬ
他
の
姿
で
私
ど
も
の
の
目
　
　
　
は
彼
女
の
中
に
か
つ
て
の
夢
想
で
あ
っ
た
ス
ェ
！
デ
ソ
ボ
ル
グ
の
天
使
的
女
性

　
　
に
映
じ
て
い
る
の
で
す
。
話
す
時
に
は
、
非
常
に
す
ぐ
れ
た
こ
と
を
申
し
　
　
　
の
姿
を
見
出
し
、
こ
の
情
熱
に
全
生
命
を
か
け
た
。
し
か
し
、
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は

　
　
ま
す
。
た
だ
ほ
と
ん
ど
常
に
そ
う
な
の
で
す
が
、
心
の
中
に
繭
し
た
考
え
　
　
・
胱
惚
感
と
絶
望
と
の
間
を
た
え
ず
ゆ
き
き
す
る
不
安
定
な
精
神
状
態
に
陥
り
、



ポ
：
リ
ー
ヌ
の
愛
と
幸
福
と
を
約
さ
れ
た
時
は
げ
し
い
官
能
の
欲
望
に
と
ら
え
　
　
　
あ
る
と
讃
え
て
い
6
。

ら
れ
、
カ
タ
レ
プ
シ
ー
に
陥
り
、
不
能
を
感
じ
て
絶
望
し
、
つ
い
に
結
婚
の
前
　
　
　
　
②
　
ラ
ソ
ベ
ー
ル
に
お
け
る
心
理
的
二
重
性
の
問
題

日
発
狂
し
て
し
ま
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
ラ
ソ
ベ
ー
ル
像
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
資
料
が

　
こ
の
よ
う
に
描
か
れ
た
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
〈
あ
ら
皮
〉
に
よ
る
公
式
、
近
代
社
　
　
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
こ
の
名
を
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
ヴ
ァ
ソ
ド

会
に
お
い
て
は
知
的
情
熱
で
あ
る
パ
ン
セ
が
人
間
破
壊
の
最
大
の
力
と
な
り
人
　
　
ー
ム
の
同
窓
の
友
日
げ
σ
o
α
o
同
Φ
い
o
巳
甲
い
鋤
日
び
Φ
触
け
目
§
巨
か
ら
と
っ
て
い
る
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

間
を
殺
す
も
の
と
な
る
と
い
う
、
¢
ω
貫
①
〈
一
寅
冨
　
の
理
論
の
す
ぐ
れ
た
小
説
　
　
　
が
、
こ
の
人
物
と
の
関
連
が
ど
の
程
度
の
も
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
、
ラ
ソ
ベ
　
ー

化
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
精
神
医
学
者
た
ち
の
注
目
を
し
ぼ
し
ば
受
け
て
き
　
　
　
ー
ル
は
、
ユ
ゴ
ー
の
兄
ウ
ー
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ユ
ゴ
ー
と
細
部
に
お
い
て
類
似
し
て

（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

た
。
彼
等
は
ラ
ソ
ベ
ー
ル
を
典
型
的
精
神
分
裂
病
患
老
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
　
　
い
る
と
も
言
わ
れ
る
。
ま
た
バ
ル
ザ
ヅ
ク
は
狂
気
に
関
す
る
理
論
を
、
彼
の
知

隊
一
つ
、
ク
ロ
ー
ド
お
よ
び
レ
ヴ
ィ
．
ヴ
ケ
ラ
ソ
シ
共
同
の
研
究
に
よ
れ
　
已
で
あ
っ
た
医
師
た
ち
、
特
に
、
自
、
H
触
同
騨
9
江
。
昌
Φ
二
”
h
。
に
Φ
巻
・
．
・
．
・
．
）
の

ば
、
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
精
神
分
裂
病
者
ω
o
霞
N
o
喜
審
昌
①
　
へ
の
症
状
の
段
階
を
　
　
著
老
ブ
ル
セ
か
ら
得
、
市
民
病
院
の
患
者
た
ち
を
観
察
し
て
ラ
ン
ベ
ー
ル
を
描

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

正
確
に
た
ど
っ
て
い
る
。
幼
少
時
代
の
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
、
そ
の
知
覚
の
鋭
さ
、
　
　
　
い
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
そ
の
い
ず
れ
も
が
バ
ル
ザ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
、
外
界
遮
断
・
自
閉
の
傾
向
、
肉
体
的
特
徴
、
ナ
イ
フ
の
エ
ピ
ソ
　
　
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
特
に
最
後
の
も
の
は
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
実
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ド
に
見
ら
れ
る
異
常
感
覚
な
ど
に
よ
り
、
第
一
症
状
の
分
裂
的
傾
向
ω
〇
三
－
　
　
在
性
、
迫
真
力
を
生
み
出
す
の
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
で
あ
ろ
弘
位
し
か
　
　
一

N
9
良
①
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
ゆ
特
に
ロ
ー
シ
ャ
ソ
ボ
ー
の
心
身
分
離
の
夢
は
、
　
　
し
、
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
知
的
生
活
と
心
理

こ
の
時
期
の
患
者
の
特
徴
を
な
す
願
望
で
あ
る
と
い
う
。
コ
レ
ー
ジ
ュ
時
代
か
　
　
的
体
験
と
を
托
さ
れ
た
バ
ル
ザ
ヅ
ク
の
言
菖
日
①
な
主
人
公
で
あ
る
。
殊
に
ラ

ら
カ
タ
レ
プ
シ
ー
に
陥
る
ま
で
の
ラ
ソ
ベ
ー
ル
に
は
、
幸
福
、
不
安
感
を
伴
う
興
　
　
ン
ベ
ー
ル
の
思
想
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
思
想
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

奮
と
メ
ラ
ソ
コ
リ
ッ
ク
な
意
気
錯
沈
と
が
交
代
し
て
あ
ら
わ
れ
る
、
第
二
症
　
　
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
思
想
と
性
格
と
生
活
と
知
能
に
関
す
る
す
べ
て
が
、
専
門
家
に

状
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
狂
人
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
、
カ
タ
ト
ニ
i
症
、
早
老
の
容
　
　
　
よ
り
精
神
分
裂
病
者
の
も
の
と
し
て
診
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
こ
に
大
き
な

貌
、
数
と
運
動
に
つ
い
て
の
瞑
想
（
A
パ
ソ
セ
〉
に
見
ら
れ
る
）
に
ま
り
、
精
　
　
問
題
を
見
出
さ
ぬ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
　
　
・
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
分
裂
病
者
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ポ
ー
リ
：
ヌ
　
　
　
〈
ス
テ
ニ
ー
〉
の
主
人
公
ヤ
コ
ブ
・
デ
ル
・
リ
ェ
ス
に
始
ま
る
ラ
ソ
ベ
ー
ル

の
言
葉
に
示
さ
れ
て
い
る
、
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
知
脳
の
支
離
滅
裂
は
外
界
と
の
不
　
　
以
前
の
知
的
主
人
公
た
ち
に
見
ら
れ
ゐ
澗
題
の
中
心
は
、
思
想
に
お
け
る
唯
物

調
和
に
よ
る
う
わ
べ
だ
け
の
も
の
で
脳
に
損
傷
は
な
い
と
い
う
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
　
　
　
論
と
唯
心
論
と
の
対
立
、
お
よ
び
そ
の
源
で
あ
る
二
重
性
を
な
す
気
質
、
心
理

判
断
で
あ
り
、
彼
ら
は
こ
の
予
言
的
卓
見
に
よ
っ
て
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
を
、
精
神
　
　
の
苦
懸
と
い
う
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
が
ラ
ソ
ベ
ー
ル
に
お
い
て
は
、

分
裂
病
と
い
う
病
名
を
創
始
し
た
精
神
病
学
の
泰
斗
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
先
駆
者
で
　
　
科
学
的
な
裏
ず
け
に
よ
っ
て
病
理
学
豹
心
理
分
析
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
。
ラ



シ
ベ
！
ル
が
認
識
の
探
究
に
用
い
た
二
つ
の
方
法
は
、
彼
の
中
に
あ
る
二
っ
の
　
　
　
　
ラ
ソ
ベ
ー
ル
に
お
い
て
は
げ
し
い
対
立
と
緊
張
を
生
み
、
精
神
分
裂
と
い
う

傾
向
ー
夢
想
．
想
像
力
に
よ
る
現
実
か
ら
の
解
放
の
ね
が
い
と
分
析
・
組
織
化
　
　
結
果
に
ま
で
い
た
つ
だ
、
現
実
へ
向
う
性
格
と
理
想
へ
．
の
憧
れ
と
い
う
こ
の
二

を
好
む
現
実
へ
の
愛
好
逃
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
外
界
を
遮
断
し
自
己
の
内
部
，
つ
の
極
性
、
そ
れ
は
、
作
品
を
通
じ
書
簡
を
通
じ
バ
ル
ザ
・
ク
自
身
の
中
覧

の
世
界
で
理
想
の
生
活
を
営
み
な
が
ら
、
未
知
の
も
の
を
詩
化
す
る
神
秘
家
た
　
　
　
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
官
能
の
よ
ろ
こ
び
を
求
め
る
一
方
禁
欲
的
生
活
を
ね

た
ち
の
表
現
法
に
あ
き
た
り
な
い
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
、
よ
り
真
実
な
論
理
的
な
表
　
　
　
が
い
と
し
、
鋭
い
観
察
者
で
あ
り
な
が
ら
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
に
ひ
た
り
、
科
学
的
厳

現
法
を
科
学
の
分
野
に
求
あ
る
。
だ
が
科
学
に
よ
る
方
法
を
え
ら
ん
だ
そ
の
瞬
　
　
　
正
さ
を
も
つ
哲
学
を
求
め
る
一
方
想
嫁
力
に
よ
る
自
由
な
解
放
を
ね
が
う
、
無

間
か
ら
、
彼
は
自
己
⑳
内
部
に
生
ず
る
相
剋
を
予
感
す
る
。
　
　
　
　
　
　
’
　
　
限
の
矛
盾
と
対
立
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
自
身
に
と
っ
て
も
こ
の
性
格
は
謎
で
あ
つ

．
〈
あ
あ
、
も
し
僕
が
幻
想
を
失
う
と
し
た
ら
、
僕
は
泣
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
　
　
　
た
。

　
　
い
だ
ろ
う
。
僕
に
は
、
二
重
の
性
と
ス
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
天
使
と
を
、
　
　
　
　
八
私
の
性
格
は
私
の
知
る
限
り
の
最
も
風
変
り
な
も
の
だ
。
…
…
私
は
こ
の

　
　
ど
う
し
て
も
信
じ
て
い
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
必
要
が
あ
る
ん
だ
。
こ
の
新
　
　
　
五
フ
ィ
ー
ト
ニ
イ
ン
チ
の
体
の
中
に
、
・
あ
り
と
あ
る
不
統
一
・
矛
盾
を
も
っ
て

　
　
し
い
学
問
は
そ
れ
ら
の
も
の
を
殺
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
？
V
　
　
　
　
　
　
い
る
。
…
…
何
も
の
も
私
自
身
以
上
に
私
を
驚
う
か
せ
は
し
な
輪
。
〉

幻
想
の
中
に
生
き
よ
う
と
す
れ
ば
現
実
の
中
へ
ひ
き
も
ど
さ
れ
、
現
実
の
中
で
　
　
　
八
意
志
論
〉
の
中
に
説
か
れ
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
全
作
品
に
み
な
ぎ
ぞ
て
い
る
強
　
　
一

は
幻
想
に
固
執
し
、
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
つ
い
に
〈
意
志
論
〉
を
完
成
す
る
こ
と
が
　
　
力
な
意
志
力
こ
そ
、
彼
の
性
格
と
心
理
の
中
に
深
く
根
ざ
し
て
い
る
二
重
性
を
　
　
7
4

出
来
な
い
。
学
問
へ
の
野
心
は
挫
折
し
、
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
宗
教
の
名
の
も
と
に
　
・
　
均
衡
の
中
に
麦
え
、
彼
を
破
滅
の
運
命
か
ら
救
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
・
二
重
　
　
｝

理
想
の
生
活
を
生
き
よ
う
と
す
る
が
、
こ
こ
で
も
捨
て
が
た
い
現
実
へ
の
執
着
　
　
　
性
の
相
剋
に
よ
る
苦
幡
は
（
消
耗
の
意
識
、
時
に
は
発
狂
の
予
感
と
な
っ
て
彼

が
彼
の
心
を
苦
し
み
に
ひ
き
さ
く
。
ラ
ソ
ベ
：
ル
は
ポ
ー
リ
ー
ヌ
に
こ
の
内
心
・
　
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
。
自
己
の
破
滅
を
予
感
す
る
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
口
調
は
・

の
苦
悔
を
訴
・
兄
て
言
う
。
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
書
簡
の
中
に
そ
の
ま
ま
見
出
さ
れ
る
。
二
重
性
の
人
間
・
パ
ソ

　
八
僕
は
自
分
の
心
の
性
質
か
ら
、
不
可
避
的
に
幸
福
の
よ
ろ
こ
び
に
も
浸
り
　
　
　
セ
に
よ
る
β
ω
農
①
〈
埠
巴
①
の
理
論
、
単
一
構
成
論
な
ど
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
思

　
　
ま
す
が
、
そ
の
よ
ろ
こ
び
を
分
析
し
て
滅
し
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
透
明
な
　
　
　
想
は
す
べ
て
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
内
的
生
活
と
の
関
連
か
ら
形
成
さ
れ
た
も
の

　
　
反
省
に
も
浸
る
の
で
す
。
僕
は
障
碍
を
も
成
功
を
も
同
時
に
見
透
す
悲
し
　
　
　
で
あ
る
。
特
に
そ
れ
は
彼
の
つ
く
っ
た
人
物
た
ち
の
心
理
の
中
に
投
影
さ
れ

　
　
い
能
力
を
恵
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
時
々
の
思
い
込
み
方
に
よ
っ
て
幸
福
に
　
　
・
た
。
ル
イ
・
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
そ
の
最
も
深
い
、
す
ぐ
れ
た
表
現
で
あ
る
が
、

　
　
も
不
幸
に
も
な
る
の
で
す
。
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
κ
人
間
喜
劇
〉
の
多
く
の
人
物
た
ち
は
こ
の
心
理
的
二
重
構
造
に
よ
り
、
ず
べ

・
ラ
ソ
ベ
：
ル
は
ポ
ー
リ
ー
ヌ
へ
の
愛
に
全
生
活
を
集
中
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
　
　
　
て
多
か
れ
少
加
か
れ
分
裂
病
者
釣
で
あ
る
と
言
わ
剥
る
。

二
重
性
の
対
立
の
克
服
、
内
的
統
一
の
実
現
を
ね
が
う
の
で
あ
る
。



　
皿
　
神
秘
家
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
意
味
す
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
、
二
重
の
性
を
超
え
て
内
面
的
生
活
に
集
中
し
、
純
粋
観
念
と
化
し
て
観

　
　
ω
　
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
神
秘
的
結
末
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
念
の
最
高
域
の
ス
ペ
シ
ア
リ
テ
に
入
ろ
う
と
す
る
欲
求
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て

　
一
八
三
五
年
、
〈
ル
イ
．
ラ
ソ
ベ
ー
ル
〉
の
神
秘
的
傾
向
を
強
く
ヶ
ち
出
し
　
　
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
神
と
は
、
世
界
を
構
成
す
る
根
本
的
存
在
で
あ
る
八
．
一
〉
の
シ

た
バ
ル
ザ
暁
ク
は
い
狂
人
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
、
〈
自
ら
の
ヴ
ィ
琵
ヨ
ソ
に
向
っ
て
　
　
　
ノ
ニ
ム
で
あ
る
。
そ
れ
故
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
あ
ら
わ
す
も
の
は
、
神
と
自
己
と
の

　
　
　
　
　
　
　
ユ

す
す
む
〈
o
覧
巨
〉
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
と
を
示
し
た
。
ヴ
ィ
ル
ノ
ワ
城
の
暗
闇
　
　
　
融
合
と
い
う
神
秘
家
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で
は
な
く
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
、
知
性
に
よ

の
中
に
昼
夜
立
ち
つ
く
し
て
一
心
に
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
を
追
っ
て
い
る
ラ
ソ
ベ
ー
ル
　
　
　
る
現
実
か
ら
の
解
放
、
自
我
集
中
の
生
活
、
権
力
獲
得
と
い
っ
た
夢
な
の
で
あ

は
、
肉
身
を
脱
し
て
内
面
的
存
在
と
な
り
き
っ
た
、
か
の
天
使
の
化
身
を
意
味
　
　
る
。

す
る
。
現
実
世
界
の
人
間
は
彼
の
観
念
の
高
み
ま
で
に
た
ど
っ
て
行
く
こ
と
は
　
　
　
と
こ
ろ
で
v
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
追
求
す
る
ス
ペ
シ
ァ
リ
テ
と
い
う
、
観
察
゜
直

出
来
ず
、
彼
は
ま
た
自
己
の
ヴ
ギ
ジ
ョ
ソ
を
伝
達
す
る
意
志
も
能
力
も
失
っ
て
　
　
観
・
予
言
を
ふ
く
む
す
ぐ
れ
た
認
識
力
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
そ
の
芸
術
論
に
お

い
る
。
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
狂
気
と
は
、
こ
の
伝
達
の
断
絶
に
対
し
世
人
が
与
え
た
　
　
　
い
て
八
第
二
の
視
覚
．
ω
Φ
8
口
α
①
〈
ロ
Φ
〉
あ
る
い
は
八
魂
の
鏡
〉
と
い
う
名
の

漿
幾
雛
整
鷲
”
齢
勲
難
鞍
講
璃
，
雛
鋸
繁
け
る
天
才
つ
能
力
を
あ
ら
潔
も
の
と
し
て
考
察
し
て
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ル
を
も
天
使
の
物
語
と
し
て
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
を
パ
ン
セ
に
よ
り
破
　
　
　
　
く
真
に
哲
学
的
な
詩
人
や
作
家
に
臆
、
説
明
し
が
た
い
一
つ
の
精
神
現
象
、
　
　
［

滅
す
る
悲
劇
の
主
人
公
か
ら
精
神
的
勝
利
者
へ
と
転
換
さ
せ
た
。
ラ
ソ
ベ
ー
ル
　
　
　
　
真
実
を
そ
の
あ
ら
ゆ
る
状
況
の
も
と
に
透
察
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め

の
天
使
へ
の
化
身
は
、
ポ
ー
リ
：
ヌ
へ
の
愛
を
契
機
と
し
て
行
わ
れ
る
。
そ
れ
　
　
　
　
　
る
一
種
の
ω
①
o
o
口
q
Φ
〈
q
Φ
が
生
じ
る
。
〉
（
八
あ
ら
皮
序
文
〉
）

は
も
は
や
彼
を
破
滅
へ
導
く
情
熱
で
は
な
く
、
八
セ
テ
フ
ィ
タ
〉
や
〈
谷
間
の
　
　
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
お
け
る
天
才
は
す
べ
て
、
　
一
つ
の
－
型
ー
ス
ペ
シ
ア
リ
テ
ー
1

百
合
〉
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
神
秘
的
渇
仰
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
あ
ら
　
　
ω
Φ
o
o
昌
庫
Φ
く
¢
Φ
の
持
主
、
あ
る
い
は
く
o
旨
9
と
よ
ぽ
れ
る
予
言
者
i
に
帰

わ
れ
、
神
へ
の
渇
仰
と
人
間
的
愛
へ
の
欲
望
と
の
間
の
苦
機
を
味
わ
せ
、
苦
悩
　
　
す
る
。
こ
の
問
題
が
最
も
熱
心
に
展
開
さ
れ
る
の
は
、
当
然
芸
術
と
い
う
領
域

に
よ
る
内
的
緊
張
の
き
わ
み
に
お
い
て
人
間
を
地
上
か
ら
天
界
へ
飛
翔
さ
せ
る
　
に
お
い
て
で
あ
る
。
想
努
、
夢
想
、
感
受
性
な
ど
の
詩
人
的
籍
と
問
嬰
゜

天
使
的
愛
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
も
っ
て
い
る
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
、
特
に
、
生
涯
を
か
け
て
追
求
し
た
ス
ペ
シ
ア

　
だ
が
、
ラ
ソ
ベ
ー
ル
に
お
け
る
こ
の
天
使
の
物
語
の
真
に
意
味
す
る
も
の
は
．
　
　
リ
テ
の
獲
得
を
狂
気
・
沈
黙
に
よ
り
示
す
と
い
う
運
命
に
お
い
て
、
フ
レ
ソ
ホ

何
で
あ
ろ
う
か
。
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
場
合
、
セ
ラ
フ
ィ
タ
の
よ
う
な
信
仰
生
活
の
　
　
ー
フ
ェ
ル
、
ガ
ソ
バ
ラ
と
と
も
に
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
芸
術
論
に
お
け
る
大
き
な
問

要
素
は
稀
薄
で
あ
る
。
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
天
使
化
身
の
夢
と
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
　
　
　
題
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
一
八
三
七
年
、
音
楽
を
テ
ー
マ
と
す
る
芸
術
小
説

人
間
の
能
力
の
限
界
を
見
き
わ
め
た
天
才
の
超
自
然
的
力
の
発
現
へ
の
憧
れ
で
　
　
　
〈
マ
ッ
シ
ミ
ラ
・
ド
ニ
〉
を
書
い
た
時
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
八
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ



ー
ル
〉
、
〈
ガ
ソ
バ
ラ
V
、
八
マ
ッ
シ
ミ
ラ
・
ド
ニ
〉
な
ど
の
作
品
は
、
八
知
　
　
　
ル
、
歌
劇
に
よ
っ
て
民
族
の
生
命
を
表
現
し
ょ
う
と
す
る
作
曲
家
ガ
ソ
バ
ラ

ら
れ
ざ
る
搾
〉
に
始
ま
る
八
創
造
力
の
過
剰
に
よ
．
て
殺
さ
れ
る
作
．
叩
舗
は
、
芸
襲
の
最
高
の
使
命
を
は
た
す
べ
く
形
而
上
学
膿
窪
従
う
人
々
、

作
〉
と
い
う
テ
ー
マ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
　
　
〈
自
然
の
秘
密
の
強
奪
〉
、
八
神
の
力
の
略
奪
〉
を
目
さ
す
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
的

9
そ
こ
で
、
最
後
に
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
物
語
を
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
芸
術
論
、
芸
術
家
　
　
野
心
家
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
一
切
の
欲
望
、
享
楽
の
誘
惑
を
し
り
ぞ
け
、

像
と
の
関
連
か
ら
眺
め
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
確
固
た
る
信
念
を
も
α
て
そ
の
生
活
を
唯
一
の
情
熱
で
あ
る
制
作
に
集
中
す

　
　
②
　
芸
術
制
作
に
お
け
る
〈
発
想
と
制
作
と
の
分
裂
〉
の
ド
ラ
マ
　
　
　
　
　
る
。
し
か
し
、
苦
し
い
努
力
を
重
ね
た
末
に
狂
乱
に
陥
り
、
未
完
成
の
作
品
を
．

　
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
探
究
と
生
渥
に
は
、
当
時
の
知
識
界
の
動
向
の
反
映
と
み
ら
　
　
　
抱
い
た
ま
ま
破
滅
す
る
と
い
う
悲
劇
的
運
命
が
彼
ら
を
と
ら
え
る
。

れ
る
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
知
性
尊
重
・
信
頼
の
念
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
〈
ル
イ
　
　
　
　
一
八
三
〇
年
の
〈
芸
術
家
論
〉
、
そ
し
て
最
後
の
傑
作
八
従
妹
ベ
ッ
ト
〉
の

・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
〉
執
筆
当
時
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
ゲ
ー
テ
亡
き
後
の
八
ヨ
ー
ロ
　
　
中
に
、
こ
れ
ら
の
芸
術
家
の
運
命
を
あ
か
す
芸
術
制
作
の
内
的
条
件
に
関
す
る

・
パ
精
神
界
を
支
配
為
・
こ
と
を
嚢
て
い
た
。
バ
ル
ザ
・
勧
わ
芸
術
論
も
理
論
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
．
こ
こ
で
塞
盤
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
パ
ソ
セ
の

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
い
る
。
芸
術
と
は
〈
パ
ソ
セ
の
濫
用
〉
で
あ
り
、
　
　
　
理
論
で
あ
り
、
〈
パ
ン
セ
を
濫
用
す
る
〉
芸
術
家
に
お
け
る
パ
ソ
セ
の
破
壊
的

パ
ン
セ
の
表
現
形
式
・
認
識
の
一
形
態
で
あ
る
。
芸
術
的
天
才
と
は
ぎ
く
Φ
〒
　
　
　
作
用
で
あ
る
。
ま
ず
・
芸
術
家
は
κ
自
己
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
。
〉
彼
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
リ

§
と
パ
ソ
セ
の
新
し
い
養
・
と
を
行
う
も
の
で
毒
、
真
の
芸
術
家
は
、
目
゜
は
、
パ
ソ
セ
と
い
う
専
制
的
な
気
ま
ぐ
れ
な
創
造
エ
ネ
ル
ギ
乏
ほ
ん
ろ
う
さ
↓

に
見
え
る
形
相
の
み
に
は
満
足
せ
ず
、
9
器
ω
Φ
α
Φ
ω
こ
ひ
①
ω
に
従
っ
て
、
自
　

れ
る
奴
隷
に
す
ぎ
な
い
。
パ
ソ
セ
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
こ
れ
を
と
ら
え
る
こ
と
の

，
然
の
中
に
隠
ざ
れ
て
い
る
目
に
見
え
ぬ
秘
密
の
原
因
、
創
造
の
原
理
を
さ
ぐ
ろ
　
　
出
来
な
い
芸
術
家
は
、
怠
け
者
、
人
間
の
八
死
骸
〉
で
あ
る
。
コ
ケ
ッ
ト
な
女

う
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
追
い
か
け
る
よ
う
な
パ
ン
セ
と
の
格
闘
に
、
天
才
と
努
力
と
幸
運
に
ょ
り
芸

　
〈
芸
術
家
の
使
命
は
自
然
を
模
写
す
る
こ
乏
で
は
な
い
。
自
然
を
表
現
す
る
　
　
術
家
が
勝
利
を
得
た
と
す
る
。
す
る
と
今
度
は
抽
象
の
誘
惑
、
観
念
の
誘
惑
が

こ
と
だ
。
…
…
我
々
は
事
物
の
精
神
を
、
魂
を
、
特
徴
を
と
ら
え
な
く
て
は
な
　
　
　
不
可
避
的
に
彼
ら
を
待
ち
か
ま
え
て
い
る
。
芸
続
家
は
O
冨
ω
ω
①
Ω
①
ω
一
綜
Φ
ω

ら
な
い
。
〉
（
・
知
ら
れ
ざ
る
傑
作
・
）
　
　
　
　
　
°
，
に
お
い
て
、
阿
片
吸
飲
の
生
む
幻
覚
に
も
似
た
勲
の
よ
う
．
」
び
を
味
わ
い
、

　
こ
の
形
而
上
学
的
探
究
と
そ
の
作
品
へ
の
表
現
に
ょ
っ
て
、
芸
術
家
に
は
、
　
　
現
実
の
一
切
を
忘
れ
て
夢
想
に
ふ
け
る
よ
う
に
な
る
。
フ
レ
ソ
ホ
ー
フ
ェ
ル
は

神
の
使
徒
と
し
て
真
理
を
伝
え
人
類
の
モ
ラ
ル
を
導
く
と
い
う
、
高
い
位
置
が
　
　
　
言
う
。

与
え
ら
れ
る
。
凡
庸
な
成
り
損
い
か
ら
天
才
に
い
た
る
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
範
疇
　
　
　
　
く
わ
し
の
あ
の
絵
は
絵
で
は
な
い
。
感
情
だ
、
情
熱
な
の
だ
。
…
…
わ
し
は

に
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
テ
マ
を
展
開
し
て
い
る
〈
人
間
喜
劇
〉
の
芸
術
家
た
　
　
　
　
ま
だ
画
家
で
あ
る
以
上
に
恋
人
な
の
だ
。
〉

ち
の
中
で
、
絵
の
中
に
生
命
を
表
現
し
ょ
う
と
す
る
画
家
フ
レ
ソ
ホ
ー
フ
ニ
　
　
　
恋
に
ひ
た
る
よ
う
に
観
念
に
酔
う
芸
術
家
に
お
い
て
は
、
認
識
し
た
も
の
を



表
現
す
る
こ
と
、
観
念
を
形
の
中
に
具
象
化
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
て
し
　
　
　
行
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
彼
ら
の
作
品
は
未
完
成
の
ま
ま
埋
も
れ
る
レ
か
な

ま
う
。
な
ぜ
な
ら
、
芸
術
に
お
け
る
制
作
と
は
夢
想
や
陶
酔
と
は
ほ
ど
遠
い
も
　
　
い
。
世
界
の
解
明
と
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
表
現
と
を
目
ざ
し
て
あ
ら
ゆ
る
努
．

の
、
気
ま
ぐ
れ
な
パ
ソ
セ
を
と
ら
え
育
く
む
に
は
母
親
の
子
を
育
て
る
よ
う
な
　
　
　
力
を
そ
そ
い
だ
後
、
突
然
言
葉
に
よ
る
表
現
を
や
め
、
神
秘
的
沈
黙
の
生
活
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

不
断
の
努
力
と
忍
耐
と
を
必
要
と
す
る
仕
事
だ
か
ら
で
あ
る
。
芸
術
は
、
〈
心
　
　
入
る
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
、
こ
の
ス
ペ
シ
ア
リ
ス
ト
“
〈
o
団
9
、
ヨ
で
あ
る
芸
術
家
の
、

情
で
は
な
く
頭
脳
を
用
い
㌍
も
の
な
の
だ
・
こ
う
し
て
・
高
い
使
A
叩
の
実
践
　
破
滅
の
中
に
一
す
じ
の
光
明
を
と
ど
め
た
姿
の
・
最
も
崇
高
化
さ
れ
た
表
現
と

の
た
め
あ
ら
ゆ
る
困
難
に
屈
せ
ず
敢
然
と
立
ち
向
う
真
に
す
ぐ
れ
た
芸
術
家
に
，
　
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ダ
ル
・
テ
ス
の
よ
う
に
、
意
志
力
に
よ
っ
て

お
い
て
・
〈
発
想
と
制
作
と
の
分
箏
に
よ
り
・
表
現
の
不
可
能
と
い
う
悲
劇
　
あ
ら
ゆ
る
困
難
に
う
ち
勝
ち
・
あ
ら
ゆ
る
成
功
、
栄
光
に
か
が
や
く
芸
術
家
の

が
お
こ
る
。
フ
レ
ソ
ホ
ー
フ
ェ
ル
は
、
完
全
の
美
の
実
現
を
夢
み
つ
つ
滅
茶
苦
　
　
姿
を
描
い
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
彼
ら
は
真
の
理
想
像
で
は
な
い
。
こ
れ

茶
に
色
を
ぬ
り
た
く
っ
て
彼
の
絵
を
破
壊
し
て
い
く
。
夢
想
か
ら
さ
め
た
一
　
　
ら
一
連
の
主
人
公
た
ち
の
中
に
描
か
れ
た
芸
術
家
に
お
け
る
観
念
、
抽
象
の
誘

瞬
、
自
己
の
夢
想
と
現
実
と
の
隔
絶
に
気
ず
い
た
彼
は
、
絵
を
焼
い
て
自
殺
し
　
　
惑
の
問
題
、
そ
し
て
そ
の
結
果
の
八
発
想
と
制
作
の
分
裂
〉
に
よ
る
表
現
不
可

な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
ガ
ソ
づ
フ
は
、
天
上
界
の
立
目
楽
の
妙
な
る
和
立
日
を
幌
惚
．
能
の
問
題
は
、
バ
ル
ザ
．
ク
自
身
の
窪
白
Φ
な
問
題
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
一

と
し
て
語
り
な
が
ら
、
考
え
ら
れ
る
限
り
の
不
協
和
音
を
か
な
で
る
。
自
己
の
　
　
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
伝
的
な
知
的
タ
イ
プ
の
主
人
公
で
あ
る
ラ
ソ
ベ
ー
ル
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
コ

迷
妄
か
ら
さ
め
き
れ
ぬ
彼
は
、
流
し
の
音
楽
家
に
身
を
落
す
。
　
　
　
　
　
　
．
　
の
物
語
が
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
こ
の
悲
劇
を
、
八
創
造
者
で
あ
る
と
同
時
に
創
造
物
で
あ
　
　
　
圖
ラ
ソ
ベ
ー
ル
に
お
け
る
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
創
作
の
問
題

る
〉
芸
術
家
の
運
命
で
あ
る
と
考
え
華
人
間
の
能
力
の
限
界
を
超
え
て
神
の
　
芸
術
創
造
の
メ
カ
一
ヌ
ム
を
二
つ
の
要
素
の
対
立
と
し
て
考
え
る
・
」
と
、
そ

領
域
に
ふ
み
こ
ん
だ
彼
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
の
よ
ゲ
に
血
の
償
い
に
よ
っ
て
の
み
　
　
こ
に
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
根
本
を
な
す
問
題
で
あ
っ
た
二
重
性
と
二
元
論
の
最
も

祝
聖
さ
れ
る
。
そ
れ
故
フ
レ
ソ
ホ
ー
フ
ェ
ル
、
ガ
ソ
バ
ラ
は
単
な
る
挫
折
者
と
　
　
深
刻
な
す
が
た
が
見
ら
れ
る
。
統
一
へ
の
ね
が
い
と
同
じ
は
げ
し
さ
で
、
バ
ル

し
て
は
描
か
れ
な
い
。
フ
レ
ソ
ホ
ー
フ
ェ
ル
の
色
彩
の
混
沌
の
中
か
ら
は
、
生
　
　
　
ザ
ッ
ク
の
思
想
と
生
活
は
二
重
性
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。
表
現
手
段
に
し
て

命
に
か
が
や
く
女
の
片
足
が
の
ぞ
い
て
い
た
。
ガ
ソ
。
バ
ラ
の
工
天
し
た
奇
妙
な
　
　
も
、
人
間
に
許
さ
れ
る
の
は
コ
ソ
ト
ラ
ス
ト
の
手
法
の
み
で
は
な
い
か
、
と
バ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

八
万
能
楽
器
v
は
、
最
も
純
粋
な
甘
美
な
音
楽
を
か
な
で
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
　
　
ル
ザ
ヅ
ク
は
考
え
る
。
一
切
の
も
の
を
対
立
・
矛
盾
の
ま
ま
に
包
含
し
よ
う
と

不
可
能
な
理
想
を
可
能
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
野
心
は
こ
の
よ
う
な
形
で
の
み
　
　
す
る
態
度
は
、
複
雑
な
社
会
椙
と
人
間
の
生
活
．
心
理
と
を
生
の
ひ
ろ
が
り
の

実
現
さ
れ
る
。
か
の
ス
ペ
シ
ア
リ
テ
に
達
し
、
世
界
を
、
創
造
を
自
ら
の
中
に
　
　
中
に
描
く
こ
と
を
彼
に
可
能
な
ら
し
め
た
が
、
同
時
に
そ
こ
か
ら
彼
の
内
心
に

把
握
し
た
彼
ら
は
、
発
想
に
お
い
て
は
誤
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
ん
表
現
手
段
と
　
　
　
お
け
る
相
剋
も
生
じ
た
。

し
て
不
完
全
な
人
間
の
手
段
し
か
も
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
神
の
如
き
創
造
を
　
　
　
　
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
生
活
は
理
想
性
の
極
限
を
ね
が
う
少
年
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
に
始



ま
る
。
彼
は
本
能
的
直
観
力
と
想
像
力
ど
に
よ
っ
て
そ
こ
に
現
実
と
は
別
の
生
　
　
　
　
　
行
動
以
上
の
も
の
と
な
る
。
〉
（
〈
噂
①
昌
ω
①
Φ
ω
・
ω
二
い
雲
ω
・
国
目
9
陰
①
昌
θ
ω
〉
）

活
を
作
り
あ
げ
’
神
秘
家
の
よ
う
な
悦
惚
に
ひ
た
る
。
ラ
ソ
ベ
ー
ル
や
フ
ェ
リ
　
　
　
パ
ソ
セ
と
行
動
、
事
実
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
、
自
己
の
二
重
性
の
解
決
方

ッ
ク
ス
（
八
谷
間
の
百
合
〉
）
の
幼
少
時
代
を
描
く
時
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
ほ
　
　
　
法
で
も
あ
る
そ
れ
を
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
芸
術
創
造
、
殊
に
言
葉
に
よ
る
創
作
の

と
ん
ど
宿
命
論
老
の
よ
う
に
、
彼
ら
の
性
格
・
心
理
・
運
命
を
解
く
鍵
を
、
そ
　
　
　
中
に
求
め
た
。

の
幼
少
時
代
の
中
に
認
め
よ
5
．
と
し
て
い
る
。
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
生
活
は
、
幼
少
　
　
　
　
〈
文
学
の
最
後
の
段
階
は
、
観
念
を
表
象
一
日
9
σ
q
Φ
の
中
に
刻
み
つ
け
る
こ

時
代
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
の
発
展
で
あ
る
。
や
が
て
彼
の
中
に
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
を
表
　
　
　
　
と
だ
。
〉
（
八
幻
滅
〉
）

現
し
ょ
う
と
す
る
煮
志
が
生
れ
る
が
、
そ
の
瞬
間
か
ら
彼
は
神
秘
的
よ
ろ
こ
び
　
　
　
パ
ソ
セ
の
破
壊
作
用
を
の
が
れ
る
唯
一
の
方
法
は
、
言
葉
に
よ
り
パ
ソ
セ
を
具

か
ら
ひ
き
は
な
さ
れ
、
苦
悩
の
生
活
の
中
に
投
げ
こ
ま
れ
る
。
な
ぜ
な
牡
、
彼
　
　
　
象
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
入
間
の
言
葉
は
究
極
の
嵩
巳
鼠
で
あ

の
中
に
存
在
す
る
抗
い
が
た
い
傾
向
に
ひ
か
れ
て
、
彼
は
表
現
の
手
段
と
し
て
　
　
る
神
の
言
葉
よ
り
八
発
散
し
〉
、
神
の
言
葉
と
9
⇔
”
δ
σ
q
陣
Φ
あ
る
い
は
8
吋
ー

ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
匹
世
界
と
は
相
対
立
す
る
性
質
の
、
現
実
分
析
と
シ
ス
テ
ム
化
の
　
　
吐
①
ω
O
§
Ω
9
。
昌
o
Φ
を
も
つ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
言
葉
に
よ
っ
て
、
人
間
の
統
一

方
法
を
え
ら
ん
だ
か
ら
だ
。
現
実
界
を
し
り
ぞ
け
た
理
想
の
生
活
か
ら
、
一
切
　
　
　
へ
の
ね
が
い
は
実
現
さ
れ
る
。
ラ
ソ
ベ
ー
ル
は
、
八
か
く
て
肉
は
言
葉
と
な
ら

の
幻
馨
肇
う
と
す
る
墜
い
現
実
凝
視
の
生
活
へ
と
急
暫
、
い
ず
れ
の
　
ん
・
（
〈
パ
ソ
セ
〉
）
と
い
皇
四
葉
で
、
人
間
の
言
葉
と
神
の
言
葉
と
の
合
一
臣

鍵
矯
す
る
．
、
と
の
出
来
ぬ
一
フ
ソ
ベ
ー
ル
は
苦
憐
と
挫
折
を
重
ね
る
ば
か
⑭
饗
鏡
葺
．
騰
　
。
鞘
翻
瞳
灘
聾
嬉
砺
↓

　
シ
ス
テ
ム
の
方
法
は
、
〈
人
間
喜
劇
序
文
〉
そ
の
他
で
、
作
家
の
と
る
べ
き
　
　
　
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
人
間
の
言
葉
と
神
の
言
葉
と
の
間
の

方
法
と
し
て
バ
ル
ザ
・
ク
が
主
張
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
。
。
『
触
Φ
ω
電
簿
昌
。
Φ
を
蟹
、
解
釈
す
る
．
」
と
が
、
芸
術
家
の
唯
一
の
存
在
理

統
一
と
綜
合
の
方
法
は
、
社
会
を
全
体
性
と
秩
序
の
中
に
描
く
歴
史
家
で
あ
ろ
　
　
　
由
と
な
る
。
不
可
能
と
可
能
と
の
間
の
限
界
を
知
り
、
最
高
の
可
能
性
を
実
現

う
と
し
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
作
家
的
態
度
が
え
ら
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
　
　
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
目
ざ
す
芸
術
家
の
制
作
の
生
活
は
、
危
険
と
苦
し
み
に
満

に
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
探
究
が
示
す
よ
う
に
、
そ
れ
は
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
中
に
深
く
　
　
　
ち
て
い
る
。
外
に
は
、
社
会
的
条
件
や
生
の
欲
望
老
絶
対
的
集
中
を
要
す
る
仕

根
ざ
し
て
い
る
矛
盾
の
解
決
へ
の
ね
が
い
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
る
。
パ
ル
ザ
ッ
　
・
事
と
の
間
の
闘
い
が
あ
り
、
内
に
は
、
抽
象
の
誘
惑
と
具
象
化
の
意
志
と
の
闘

ク
は
、
ラ
ソ
ベ
ー
ル
、
プ
レ
乳
ホ
ー
フ
ェ
ル
、
ガ
ン
バ
ラ
の
よ
う
に
直
観
的
詩
　
　
　
い
が
あ
る
。
学
問
の
推
理
の
方
法
が
緩
慢
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
で
あ
る
の
に
対
し

人
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
を
た
の
し
み
、
観
念
の
世
界
に
お
け
る
現
実
か
ら
の
解
放
を
　
　
　
て
、
芸
術
作
品
を
生
む
方
法
は
〈
速
や
か
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
〉
な
の
だ
、
と
ラ
ソ

夢
み
る
一
方
・
ヴ
ィ
ジ
・
ソ
と
観
念
と
の
具
象
化
を
強
く
の
ぞ
ん
だ
。
　
　
　
　
　
ベ
ー
ル
は
言
う
。
直
観
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
そ
の
具
象
化
の
過
程
に
八
速
や
か

く
パ
ソ
セ
は
行
動
よ
り
劣
る
・
し
か
し
世
界
の
中
に
投
射
さ
れ
た
パ
ソ
鼠
　
鳶
を
意
識
す
る
こ
と
、
し
か
も
直
観
や
ヴ
・
ワ
・
ソ
と
対
立
的
資
象
化
の



方
法
を
も
っ
た
こ
と
、
そ
こ
に
、
ラ
ソ
ベ
：
ル
の
物
語
を
生
ん
だ
バ
ル
ザ
ッ
ク
　
　
　
八
年
間
に
わ
た
る
哲
学
的
探
究
は
ピ
リ
オ
ド
を
う
つ
た
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
作
家

の
、
創
作
生
活
に
お
け
る
最
も
深
い
苦
し
い
問
題
が
う
か
が
わ
れ
る
。
、
孤
独
と
　
　
　
と
し
て
の
フ
ォ
ル
マ
シ
・
ソ
は
終
了
し
た
。
〈
“
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
〃
は
、
・

意
志
と
勇
気
に
よ
っ
て
の
み
克
服
さ
れ
る
苦
闘
の
連
続
で
あ
っ
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
　
　
　
〃
哲
学
研
究
”
に
お
け
る
根
本
図
式
の
最
も
深
い
す
ぐ
れ
た
表
現
で
あ
繍
い
と

の
創
作
生
活
は
、
追
放
さ
れ
た
ダ
ソ
テ
の
姿
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
考
え
た
も
の
の
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
な
お
不
満
を
感
じ
・
八
ル
イ
゜
ラ
ソ
ベ
ー
ル

　
八
家
に
帰
る
と
異
国
の
人
は
彼
の
部
屋
に
と
じ
こ
も
っ
て
、
霊
感
を
よ
び
さ
　
　
　
澤
の
補
い
と
な
る
作
品
や
〈
人
間
の
力
に
関
す
る
エ
ッ
セ
V
を
書
こ
う
と
し
た

　
　
ま
す
ラ
ソ
プ
に
火
を
灯
し
、
夜
に
思
想
を
、
静
寂
に
言
葉
を
求
め
な
が
　
　
が
そ
の
意
図
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
は
っ
き
り
と
レ
ア
リ
ス
ム
を
目
ざ
す
今

　
　
ら
、
恐
る
べ
き
制
作
の
魔
に
身
を
う
ち
こ
ん
だ
。
〉
（
〈
追
放
者
〉
）
　
　
　
後
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
作
品
に
お
い
て
、
〈
哲
学
研
究
〉
は
ボ
ラ
で
ト
ゥ
ル
ギ
ー

　
こ
の
よ
う
な
苦
し
い
生
活
を
闘
い
ぬ
い
た
最
後
の
勝
利
者
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
　
　
　
と
し
て
働
ら
く
こ
と
に
な
る
。
成
熟
期
の
活
動
の
始
ま
り
を
予
告
し
、
〈
哲
学

る
栄
光
、
難
の
縫
に
描
か
れ
る
の
は
、
A
人
間
喜
劇
・
中
ダ
・
三
ル
桑
・
研
究
〉
の
中
心
で
あ
り
デ
ク
で
も
あ
る
こ
の
作
品
は
：
ハ
ル
ザ
・
ク
研
究
の

ル
テ
ス
天
で
あ
る
。
バ
隼
ッ
ク
は
一
フ
ソ
ベ
↓
に
よ
っ
て
、
の
り
き
る
こ
・
泰
斗
が
言
っ
た
よ
虐
・
ハ
ル
ザ
・
ク
に
と
っ
て
・
ル
ナ
ン
の
言
葉
ぺ
骨
の
中
の

と
は
崇
た
も
の
の
彼
の
中
に
潜
ん
で
い
た
鋭
い
危
簾
を
描
き
出
さ
ず
に
は
　
骨
・
肉
の
中
の
馳
を
も
っ
て
よ
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
・

い
な
か
っ
た
。
ヴ
ー
ジ
・
．
ン
と
意
志
力
と
の
対
立
の
悲
劇
で
あ
る
・
ル
イ
・
ラ
　
知
的
タ
イ
プ
の
主
人
公
ラ
ソ
ベ
ー
ル
の
篁
叩
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
の
ト

襯
瓢
聾
誕
驚
鑓
郵
勲
勧
嚢
螺
戦
、
締
漿
讐
鐸
雛
魏
的
鶴
批
靴
縫
↓

最
後
に
委
蟹
・
最
謎
を
示
す
神
秘
的
表
現
に
よ
っ
て
、
そ
詮
、
バ
ル
ザ
　
ラ
ン
ベ
↓
の
思
想
の
淵
源
を
検
討
す
る
な
ら
・
さ
ら
に
・
バ
ル
ザ
・
ク
の
芸

。
ク
の
創
造
に
つ
い
て
の
解
釈
の
最
も
深
遠
装
現
と
な
．
て
い
る
。
　
　
術
の
原
理
と
な
っ
て
い
る
思
想
体
系
が
・
長
い
間
の
ぼ
う
大
な
読
書
と
努
力
に

　
　
　
　
む
　
す
　
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ょ
っ
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
心
理
に
深
く
根
ざ
し
て
い
た
二
重
性
の
問
題
を

　
青
年
時
代
の
最
後
に
あ
た
る
時
期
に
最
も
努
力
を
そ
そ
い
で
完
成
し
た
こ
の
　
　
さ
ま
ざ
ま
の
面
で
あ
ら
わ
し
・
創
作
に
お
け
る
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
ぼ
口
導
①
な
問

作
。
叩
の
中
に
、
バ
ル
ザ
．
ク
は
、
彼
自
身
の
知
的
探
究
を
お
り
こ
み
、
後
に
　
題
を
示
し
、
バ
ル
ザ
・
ク
璽
云
術
恵
想
は
彼
の
性
格
や
生
活
と
の
密
鐘
結

劔
凱
間
喜
劇
序
文
〉
に
よ
り
的
確
簡
潔
に
表
現
さ
れ
る
彼
の
哲
学
、
思
想
体
系
　
　
び
つ
き
に
よ
っ
て
生
れ
た
も
の
で
あ
り
・
結
局
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
と
っ
て
の
芸
術

を
、
始
め
て
ま
と
ま
っ
た
形
の
も
と
嚢
現
し
た
。
・
ウ
↓
エ
ニ
…
グ
ラ
　
は
生
の
問
題
の
解
決
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
・
　
　
　
、

ン
デ
〉
（
一
八
三
四
年
）
、
ヘ
コ
リ
オ
爺
さ
ん
〉
（
一
八
三
四
年
～
三
五
年
）
　
　
　
　
バ
ル
ザ
ッ
ク
自
身
の
問
題
を
こ
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
と
同
時
に
・
ラ
ン

な
ど
レ
ア
リ
ス
ム
の
小
説
も
平
行
し
て
完
成
し
、
．
」
．
」
に
：
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
＋
　
べ
↓
に
は
深
い
ア
ク
チ
・
ア
リ
テ
餐
ら
れ
る
・
思
想
家
ラ
ソ
ベ
ル
♀



デ
ル
を
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
ニ
ュ
ー
ト
ソ
、
カ
ル
ダ
ン
、
プ
ロ
チ
ノ
ス
な
ど
に
求
め
　
　
　
　
ピ
鱒
琶
Φ
蓉
v
と
題
さ
れ
た
。
翌
一
八
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